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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 1
・事業所の理念を理解されているが共通の理解を
されているのか不明瞭な状況。

・職員全員が統一された理解を目指していく。
・年に一回を目標に理念の学習会を実施する。
・理念を掘り下げて理解をしていく必要性がある
為、マンダラートを活用し理解を深めていく。

今年度中

2 4
・運営推進会議録で発言者、各項目の内容を詳細
に記載されていない。

・第三者が見てもわかるような議事録作成。
・誰が発言し、どのような内容だったのか記載す
る。
・議事録様式の見直し。

　9月中

3 4
・運営推進会議に家族の参加は一名で決定した人
だけが参加している為、多くの参加が望ましい。

・多様な参加者を集め、会議を進めていく。
・職員、入居者、家族、地域住民の参加を促してい
く。
・手紙や来所時に会議参加の相談をしていく。

今年度中

4 4
・運営推進会議録を参加者以外に開示していく事
が望ましい。

・会議録を自由観覧できるようにしていく。

・各ユニットに会議録を観覧できるスペースを設け
る。
・各ユニットの廊下の壁に貼り付け、会議後、貼り
付ける。

　9月中

5 5・6
・身体拘束・虐待のマニュアルがあるが法人全体で
共有している。職員が容易に確認できる所に保管
していない。

・マニュアルの保管、容易に観覧できるよう整備
していく。

・記録物は各事務所のカウンターに保管し、職員
がいつでも確認できるようにしていく。

　9月中

6 5・6
・身体拘束・虐待に対する研修へ参加しているが参
加後、他の職員へ周知していない。

・毎月の全体会議で発表していく。
・研修後、復命書、参考資料をもとに10～15分程
度、職員に研修内容を周知していく。

今年度中

7 26
・介護計画書の原案を職員間で検討していく事が
望ましい。

・毎月のユニット会議時に検討をしていく。
・原案の年間計画を作成し、検討を容易にしてい
く。
・年間計画にて実施の有無を記録していく。

　9月中

8 26
・担当者会議時、家族や入居者が参加していない
ため、参加できるような取組みが必要。

・入居者・ご家族に会議開催の周知をしていく。 ・手紙、電話で開催月に連絡をしていく。 今年度中

9 33
・入居者の重度化に対する基本的なケアを理解す
る機会がほとんどない。

・内部研修をしていく。
・看護師から基礎的な研修を実施していく。また、
わかりやすいように対象者を選定した内容で実施
していく。

　9月中

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


